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「高尿酸血症・痛風 やさしい解説」では、高尿酸血症・痛風とはどんな病気

か、一般の方向けにやさしく解説しています。高尿酸血症が起こるしくみと痛

風になるまで、どんな人がなりやすいのか、どんな症状がでるのか、どんな合

併症があるのか、治療法や日常生活上の留意点などをわかりやすい言葉と

図を用いて解説しています。

この「やさしい解説」は、Mindsが作成しており、専門医による監修を受けてい

ます。 

実際の診療にあたっては、主治医をはじめとする医療者に相談されることをお

勧めします。 
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高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風とはとはとはとは？？？？

高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症と痛風痛風痛風痛風は生活習慣病の1つで、高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症が続くとその症状の1つとして痛風痛風痛風痛風が

現れます。

高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症とは、血液中の尿酸*1の濃度を示した血血血血清清清清尿酸尿酸尿酸尿酸値値値値が、7.0mg/dLを超えている状

態と定義されています。

痛風痛風痛風痛風とは体内の尿酸*1が過剰になった状態が続

き、足の関節などに尿酸の結晶が沈着して、関

節に激しい炎症が急激に発症する病気のことで

す。

多くの場合、足足足足のののの親指親指親指親指のののの付付付付けけけけ根根根根のののの関関関関節節節節やややや足首足首足首足首

のののの関関関関節節節節に急激に炎症が起こり、激しい痛みや赤

く腫れるなどの症状が現れます。

このほか尿酸の結晶は、腎臓に付着して機能を

低下させる腎機能障害腎機能障害腎機能障害腎機能障害など、さまざまな病気の

原因となります。 

高尿酸血症は、成人男性の約20％に認められ、

痛風で治療する患者さんの数は95万7,000人い

るといわれています*2。 

*2厚生労働省：平成22年国民生活基礎調査.健康票より.

 

■ ■ ■ ■ ＊＊＊＊1111尿酸尿酸尿酸尿酸とは とは とは とは ■■■■

 

体体体体内内内内のエネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギー源源源源やややや核酸核酸核酸核酸のののの成分成分成分成分としてとしてとしてとして重要重要重要重要なプリンなプリンなプリンなプリン体体体体＊＊＊＊3333というというというという物質物質物質物質のののの

老老老老廃廃廃廃物物物物ですですですです....

尿酸尿酸尿酸尿酸はははは通常通常通常通常,,,,ヒトのヒトのヒトのヒトの体体体体内内内内ではではではでは尿尿尿尿とととと一一一一緒緒緒緒にににに排泄排泄排泄排泄されますされますされますされます....

しかししかししかししかし,,,,不適切不適切不適切不適切なななな食生活食生活食生活食生活やアルコールをやアルコールをやアルコールをやアルコールを多量多量多量多量にににに摂摂摂摂取取取取するするするする生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣などがなどがなどがなどが

原因原因原因原因でででで,,,,排泄排泄排泄排泄されるはずのされるはずのされるはずのされるはずの尿酸尿酸尿酸尿酸がががが体体体体内内内内でででで一定量一定量一定量一定量をオーバーしてしまいをオーバーしてしまいをオーバーしてしまいをオーバーしてしまい,,,,ささささ

まざまなまざまなまざまなまざまな生活習慣病生活習慣病生活習慣病生活習慣病をををを引引引引きききき起起起起こすとされていますこすとされていますこすとされていますこすとされています....    

 

■ ■ ■ ■ ＊＊＊＊3333プリンプリンプリンプリン体体体体とは とは とは とは ■■■■

 

ヒトがヒトがヒトがヒトが生生生生きていくうえできていくうえできていくうえできていくうえで欠欠欠欠かせないエネルギーとかせないエネルギーとかせないエネルギーとかせないエネルギーと遺遺遺遺伝伝伝伝情報情報情報情報をつかさどるをつかさどるをつかさどるをつかさどる核核核核

酸酸酸酸のののの原料原料原料原料となるものですとなるものですとなるものですとなるものです....

ヒトがヒトがヒトがヒトが生生生生きているきているきているきている限限限限りりりり体体体体内内内内でプリンでプリンでプリンでプリン体体体体はつくられはつくられはつくられはつくられ続続続続けますけますけますけます....

しかししかししかししかし,,,,からだのバランスがくずれてプリンからだのバランスがくずれてプリンからだのバランスがくずれてプリンからだのバランスがくずれてプリン体体体体のののの老老老老廃廃廃廃物物物物であるであるであるである尿酸尿酸尿酸尿酸のののの排泄排泄排泄排泄

量量量量がががが少少少少なくなったりなくなったりなくなったりなくなったり,,,,プリンプリンプリンプリン体体体体をををを多多多多くくくく含含含含むむむむ物質物質物質物質をををを摂摂摂摂取取取取するとするとするとすると,,,,プリンプリンプリンプリン体体体体がががが体体体体

内内内内でででで過過過過剰剰剰剰となりますとなりますとなりますとなります....そのそのそのその老老老老廃廃廃廃物物物物であるであるであるである尿酸尿酸尿酸尿酸がががが増増増増ええええ,,,,高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風をををを



引引引引きききき起起起起こすこすこすこす結果結果結果結果となりますとなりますとなりますとなります....    

    痛風痛風痛風痛風におけるにおけるにおけるにおける通院患者通院患者通院患者通院患者さんのさんのさんのさんの推移推移推移推移グラフグラフグラフグラフ 

 
注：通院患者さんには、入院患者さんは含まれない 

政府統計の総合窓口e-Stat：平成22年 国民生活基礎調査3.健康票 第2巻 第70表より作成

 



高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症がががが起起起起こるしくみとこるしくみとこるしくみとこるしくみと痛風痛風痛風痛風になるまでになるまでになるまでになるまで

◆◆◆◆高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症がががが起起起起こるしくみこるしくみこるしくみこるしくみ 

 

高尿酸血症はどのような原因で起こるのでしょうか？

ヒトが生きていくうえで必要なエネルギーエネルギーエネルギーエネルギーや核酸核酸核酸核酸*4などの原料になるのがプリンプリンプリンプリン体体体体という物質

です。

尿酸は、プリンプリンプリンプリン体体体体がエネルギーとして使われて不要となった老廃物の１つです。

尿酸は通常、血液中と尿中に溶けています。

そして通常は、体内の尿酸の量は産生も排泄も同量で、常に一定量に保たれています。

ところが、さまざまな生活習慣で体内に蓄積される尿酸の量が増える場合があります。

すなわち、尿酸が過剰につくられたり、腎臓から尿酸の排泄量が少なくなると体内での尿酸の

量が多くなり、高尿酸血症になるというしくみです。 

 

■ ■ ■ ■ ＊＊＊＊4444核酸核酸核酸核酸とは とは とは とは ■■■■

 尿酸尿酸尿酸尿酸のもととなるのもととなるのもととなるのもととなる,,,,デオキシリボデオキシリボデオキシリボデオキシリボ核酸〔核酸〔核酸〔核酸〔DNADNADNADNA〕〕〕〕とリボとリボとリボとリボ核酸〔核酸〔核酸〔核酸〔RNARNARNARNA〕〕〕〕からからからから成成成成りまりまりまりま

すすすす....    動物動物動物動物やややや植物植物植物植物のののの細胞核細胞核細胞核細胞核のののの中中中中にににに存在存在存在存在しししし,,,,ヒトのヒトのヒトのヒトの遺遺遺遺伝伝伝伝情報情報情報情報にににに関関関関係係係係するはたするはたするはたするはた

らきがありますらきがありますらきがありますらきがあります....    

    尿酸尿酸尿酸尿酸がががが排泄排泄排泄排泄されるまでされるまでされるまでされるまで

〔健康〔健康〔健康〔健康なななな人人人人のののの場合〕場合〕場合〕場合〕    



 

◆◆◆◆高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症のののの分類分類分類分類 
 

高尿酸血症には、大きく3つのタイプがあります。

 

◆◆◆◆痛風痛風痛風痛風になるまでになるまでになるまでになるまで 

 

尿酸の産生と排泄バランスがくずれて、血清尿酸値が高いままで放置しておくと、痛風発作が

発症します。

体内で過剰となった尿酸が結晶化して関節にたまり、痛風発作の激痛が現れます。

発作はとても辛いものですが、1～2週間程度で治まってしまうことも多く、そのまま放っておく人



もいるようです。

しかし、慢性化すると腎障害、尿路結石、心血管疾患などの重大な合併症が引き起こされる

場合があります。 

    痛風痛風痛風痛風になるまでになるまでになるまでになるまで

 



どんなどんなどんなどんな人人人人がなりやすいのがなりやすいのがなりやすいのがなりやすいの？？？？

高尿酸血症・痛風は、遺伝的な要因もありますが、食習慣食習慣食習慣食習慣をををを中心中心中心中心にさまざまなにさまざまなにさまざまなにさまざまな生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣が

関係しています。

大多数はプリンプリンプリンプリン体体体体をををを多多多多くくくく含含含含むむむむ食品食品食品食品****5555やカロリーのカロリーのカロリーのカロリーの過過過過剰摂剰摂剰摂剰摂取取取取、アルコールのアルコールのアルコールのアルコールの摂摂摂摂取量取量取量取量、運動不

足などの環境因子環境因子環境因子環境因子がががが原因原因原因原因となります。 

   

＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風のおもなのおもなのおもなのおもな要因＞要因＞要因＞要因＞

普段普段普段普段のののの生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣がががが原因原因原因原因

     ・・・・ プリンプリンプリンプリン体体体体をををを多多多多くくくく含含含含むむむむ食品食品食品食品****5555のののの摂摂摂摂取取取取

     ・・・・ カロリーのカロリーのカロリーのカロリーの過過過過剰摂剰摂剰摂剰摂取取取取

     ・・・・ アルコールのアルコールのアルコールのアルコールの過過過過剰摂剰摂剰摂剰摂取取取取

     ・・・・ ストレスをためるストレスをためるストレスをためるストレスをためる

     ・・・・ 運動不足運動不足運動不足運動不足

     ・・・・ 肥肥肥肥満満満満        などなどなどなど

遺遺遺遺伝伝伝伝がががが原因原因原因原因

バランスのとれた規則正しい食生活と、適度な運動を行うよう心がけましょう。 

    ****5555プリンプリンプリンプリン体体体体のののの多多多多いいいい食品〔食品〔食品〔食品〔100100100100ｇｇｇｇあたりあたりあたりあたり〕〕〕〕 

 

日本痛風・核酸代謝学会 編：高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン（第２版）．メディカルレビュー,大阪,2010.より作成

上記のほかに、スルメイカや車エビ、カキなども比較的プリン体の多い食品です。 

 



どんなどんなどんなどんな症症症症状状状状がでるのがでるのがでるのがでるの？？？？

◆◆◆◆高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症 

 

高尿酸血症の状態が続き、そのまま治療せず放置しておくと、痛風や腎機能低下、動脈硬腎機能低下、動脈硬腎機能低下、動脈硬腎機能低下、動脈硬

化化化化を引き起こします。

また、高尿酸血症は高血高血高血高血圧圧圧圧、脂質異常症、糖尿病、肥、脂質異常症、糖尿病、肥、脂質異常症、糖尿病、肥、脂質異常症、糖尿病、肥満満満満症症症症などとのなどとのなどとのなどとの合合合合併併併併が多いようです。

高尿酸血症そのものに症状はありませんが、これはさまざまな生活習慣病の症状が現れる前

のシグナルです。 

◆◆◆◆痛風痛風痛風痛風 
 

痛風発作は、ある日突然に現れます。

これは、尿酸の結晶が手足の関節、とくに足の親指の関節に

たまり、我慢できないほどの痛みと赤みを帯びた関節の腫れ

などの症状が現れます。

この症状は1週間～10日程度で治まりますが、治療せずにい

ると再発を繰り返し、発作の間隔が短くなっていきます。 

   

＜痛風＜痛風＜痛風＜痛風によるおもなによるおもなによるおもなによるおもな症症症症状状状状＞＞＞＞

手足手足手足手足いずれかいずれかいずれかいずれか１１１１カカカカ所所所所のののの関関関関節節節節のののの激痛激痛激痛激痛がががが7777～～～～10101010日程日程日程日程

度度度度続続続続くくくく

手足手足手足手足いずれかいずれかいずれかいずれか１１１１カカカカ所所所所のののの関関関関節節節節がががが赤赤赤赤くなりくなりくなりくなり,,,,腫腫腫腫れるれるれるれる

 



どんなどんなどんなどんな合合合合併併併併症症症症があるのがあるのがあるのがあるの？？？？

高尿酸血症・痛風に関連した合併症は、肥満や高血圧症などの生活習慣病があります。 

   

＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風のおもなのおもなのおもなのおもな合合合合併併併併症＞症＞症＞症＞

肥肥肥肥満満満満〔〔〔〔メタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドローム〕〕〕〕

高血高血高血高血圧圧圧圧・・・・心血管系疾患心血管系疾患心血管系疾患心血管系疾患

腎障害腎障害腎障害腎障害

尿路結石尿路結石尿路結石尿路結石

脂質異常症脂質異常症脂質異常症脂質異常症    などなどなどなど

とくに、高尿酸血症は慢性腎臓病〔CKD〕*6に進行する例が多いといわれています。自覚症状

が少ないため、健康診断を毎年受けるようにしましょう。

そして、生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの改善改善改善改善がががが何何何何よりよりよりより重要重要重要重要です。 

 

 

■ ■ ■ ■ ＊＊＊＊6666慢性腎慢性腎慢性腎慢性腎臓臓臓臓病〔病〔病〔病〔CKDCKDCKDCKD〕〕〕〕とは とは とは とは ■■■■

 

腎腎腎腎臓臓臓臓のののの障害障害障害障害やややや腎腎腎腎臓臓臓臓のはたらきがのはたらきがのはたらきがのはたらきが低下低下低下低下したしたしたした状状状状態態態態をまとめをまとめをまとめをまとめ

てててて表表表表すすすす言葉言葉言葉言葉ですですですです. . . . 

CKDCKDCKDCKDはははは腎腎腎腎臓臓臓臓のはたらきをのはたらきをのはたらきをのはたらきを示示示示すすすす糸球体濾過量（糸球体濾過量（糸球体濾過量（糸球体濾過量（しきゅうたしきゅうたしきゅうたしきゅうた

いろかりょういろかりょういろかりょういろかりょう））））がががが60mL/60mL/60mL/60mL/分分分分////1.73m1.73m1.73m1.73m2222未未未未満満満満であるかであるかであるかであるか,,,,蛋白尿蛋白尿蛋白尿蛋白尿

などのなどのなどのなどの腎腎腎腎臓臓臓臓のののの障害障害障害障害がががが3333カカカカ月以上月以上月以上月以上続続続続くくくく状状状状態態態態をいいますをいいますをいいますをいいます. . . . 

CKDCKDCKDCKDのののの人人人人はははは腎腎腎腎臓臓臓臓のはたらきがのはたらきがのはたらきがのはたらきが低下低下低下低下してしてしてして腎不全腎不全腎不全腎不全がががが進行進行進行進行しししし,,,,

透析〔人工腎透析〔人工腎透析〔人工腎透析〔人工腎臓臓臓臓〕〕〕〕やややや腎移植腎移植腎移植腎移植によるによるによるによる治療治療治療治療がががが必要必要必要必要になるリスになるリスになるリスになるリス

クがクがクがクが大大大大きいことがきいことがきいことがきいことが分分分分かっていますかっていますかっていますかっています....

しかししかししかししかし,,,,CKDCKDCKDCKDのののの危危危危険険険険はそれだけではありませんはそれだけではありませんはそれだけではありませんはそれだけではありません....CKDCKDCKDCKDのののの人人人人

はははは、、、、脳脳脳脳卒中卒中卒中卒中やややや心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞といったといったといったといった,,,,心血管疾患心血管疾患心血管疾患心血管疾患をををを発発発発症症症症するするするする

リスクもリスクもリスクもリスクも大大大大きいことがきいことがきいことがきいことが知知知知られていますられていますられていますられています....    



どんなどんなどんなどんな検検検検査査査査をするのをするのをするのをするの？？？？

◆◆◆◆診察診察診察診察 

 

問診では病歴、とくに関節の痛みやその状態、合併症の有無、服用中の薬、高尿酸血症・痛

風をもたらす生活習慣などがないか聞かれます。 

◆◆◆◆血液血液血液血液検検検検査査査査  

健康診断の血液検査で尿酸値が分かります。尿酸値に応じてどのような対応をしたらいいの

でしょうか？ 

    血液中血液中血液中血液中のののの尿酸尿酸尿酸尿酸値値値値とそのとそのとそのとその対応対応対応対応のののの目安目安目安目安

日本痛風・核酸代謝学会 編：高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン（第２版）．メディカルレビュー,大阪,2010.より作成

◆◆◆◆痛風痛風痛風痛風のおもなのおもなのおもなのおもな検検検検査査査査

 



 

 

 



どんなどんなどんなどんな治療法治療法治療法治療法があるのがあるのがあるのがあるの？？？？

高尿酸血症・痛風は生活習慣病の1つなので、まずは生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの改善改善改善改善がががが第一第一第一第一となります。

痛風による発作や合併症を防ぎ、血清尿酸値をコントロールするため以下のような治療が行

われます。 

◆◆◆◆生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣のののの改善改善改善改善
 

○○○○食事療法食事療法食事療法食事療法 

プリン体を多く含む食品や高カロリー食を控えましょう。

プリン体が多く含まれる食品として、肉類・魚介類やその内臓、魚の干物などがありますが、果

糖を多く含む飲み物や食品を取り過ぎると尿酸値が高くなります。 

○○○○飲飲飲飲酒制限酒制限酒制限酒制限 

プリン体を多く含むアルコール飲料としてビー

ルが代表的ですが、プリン体の有無に関係な

く、アルコール飲料には、体内でプリン体を分

解して、血清尿酸値を増加させます。アルコー

ル飲料の1日の摂取目安として、日本酒1合、ビ

ール500ｍL、ウイスキー60ｍL程度といわれて

います。 

○○○○運動療法運動療法運動療法運動療法 

肥満は血清尿酸値を高めるといわれ、適正体

重はBMI＜25とされています。

このBMIとは、肥満の程度を判定する目安で、

体重〔㎏〕÷身長〔ｍ〕2で求められます。

適正体重にするため、食事や飲酒制限に加え、週3回程度の軽い運動を心がけましょう。無理

のない範囲の有酸素運動がお勧めです。 

◆◆◆◆薬薬薬薬物療法物療法物療法物療法 

 

○○○○尿酸尿酸尿酸尿酸値値値値をををを下下下下げるげるげるげる薬薬薬薬〔尿酸降下〔尿酸降下〔尿酸降下〔尿酸降下薬薬薬薬〕〕〕〕 

生活習慣の改善を行っても、血清尿酸値が下がらない場合は、薬による治療が行われます。

薬物療法は、高尿酸血症のタイプにより服用する薬が違ってきます。 

薬は、尿酸の排泄を促すはたらきがある尿酸排泄促進尿酸排泄促進尿酸排泄促進尿酸排泄促進薬薬薬薬と、体内で尿酸の生成を抑えるは

たらきがある尿酸生成抑制尿酸生成抑制尿酸生成抑制尿酸生成抑制薬薬薬薬の大きく2つに分けられます。 

    尿酸降下尿酸降下尿酸降下尿酸降下薬薬薬薬のののの種類種類種類種類とととと適適適適応応応応

○○○○痛風痛風痛風痛風発発発発作治療作治療作治療作治療薬薬薬薬 



痛風発作時に対して、炎症を抑える非ステロイド抗炎症薬〔NSAID〕パルス療法*7と、発作前の

違和感を抑えるコルヒチンという薬が用いられます。

 

■ ■ ■ ■ ＊＊＊＊7777非非非非ステロイドステロイドステロイドステロイド抗炎症抗炎症抗炎症抗炎症薬薬薬薬〔〔〔〔NSAIDNSAIDNSAIDNSAID〕〕〕〕パルスパルスパルスパルス療法 療法 療法 療法 ■■■■

 
痛風痛風痛風痛風発発発発作作作作をををを起起起起こしているときにこしているときにこしているときにこしているときに行行行行いますいますいますいます....

非非非非ステロイドステロイドステロイドステロイド抗炎症抗炎症抗炎症抗炎症薬薬薬薬とはとはとはとは,,,,炎症炎症炎症炎症をををを抑抑抑抑えたりえたりえたりえたり,,,,痛痛痛痛みをみをみをみを抑抑抑抑えたりえたりえたりえたり,,,,またはまたはまたはまたは熱熱熱熱をををを

下下下下げたりするげたりするげたりするげたりする作用作用作用作用があるがあるがあるがある薬薬薬薬ですですですです....

このこのこのこの薬薬薬薬をををを,,,,短期間短期間短期間短期間にににに通常通常通常通常よりもよりもよりもよりも多多多多いいいい量量量量をををを服用服用服用服用するするするする治療法治療法治療法治療法のことをいいまのことをいいまのことをいいまのことをいいま

すすすす....    

高尿酸血症・痛風の治療は、上記のほかにも、塩分の多い食べ物を控えたり水やお茶などで

十分に水分を取ること、ストレスをためないことなど、普段の生活の改善が重要です。

 



高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風のののの診診診診断断断断からからからから治療治療治療治療までのまでのまでのまでの流流流流れれれれ

 



日常生活日常生活日常生活日常生活ではどんなことにではどんなことにではどんなことにではどんなことに気気気気をつければいいのをつければいいのをつければいいのをつければいいの？？？？

高尿酸血症・痛風は生活習慣病です。

とくに肥肥肥肥満満満満は、体内の尿酸の産生を増やすとともに尿への排泄を減らし、尿酸尿酸尿酸尿酸値値値値をををを上上上上げるげるげるげると

いわれています。

まずは、医師や医療スタッフと相談しながら、患者患者患者患者さんさんさんさん自身自身自身自身がががが生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣をををを見直見直見直見直しししし、改善、改善、改善、改善をををを図図図図

ることることることることが何より大切です。

そして、定期的定期的定期的定期的にににに健診健診健診健診やややや健康診健康診健康診健康診断断断断をををを受受受受けるようけるようけるようけるよう心心心心がけましょうがけましょうがけましょうがけましょう。

以下は、生活習慣の改善ポイントです。 

       

＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症＜高尿酸血症・・・・痛風痛風痛風痛風のののの生活習慣改善生活習慣改善生活習慣改善生活習慣改善ポイントポイントポイントポイント＞＞＞＞

    

適正体重適正体重適正体重適正体重をををを保保保保つつつつ

プリンプリンプリンプリン体体体体をををを多多多多くくくく含含含含むむむむ食品食品食品食品をををを控控控控えるえるえるえる

アルコールのアルコールのアルコールのアルコールの飲飲飲飲みみみみ過過過過ぎにぎにぎにぎに注意注意注意注意するするするする

水水水水やおやおやおやお茶、野菜茶、野菜茶、野菜茶、野菜などはなどはなどはなどは積極的積極的積極的積極的にににに取取取取りりりり入入入入れるれるれるれる

週週週週3333回程度回程度回程度回程度のののの軽軽軽軽いいいい有酸素運動有酸素運動有酸素運動有酸素運動をををを継続継続継続継続するするするする

ストレスをためないストレスをためないストレスをためないストレスをためない

定期的定期的定期的定期的にににに検検検検査査査査やややや健康診健康診健康診健康診断断断断をををを受受受受けるけるけるける    などなどなどなど

 

 


